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　米カリフォルニア州サンタクララで
2月25〜27日に開催されたStrategies 
in Light（SIL）2014カンファレンスの
プレナリーセッションでは今回も、ス
トラテジーズ・アンリミテッド社のアナ
リストらによる、パッケージLED部品と、
LEDを採用する一般照明の市場に関す
る同社の最新調査結果の発表があっ
た。パッケージLEDの2013年売上高
は144億ドルで、2018年には総額259
億ドルに達すると予測されている。一
般照明市場は、さらに著しいペースで
の成長が見込まれている。SILの講演
では、LED交換用ランプが主に取り上げ
られた。この分野だけでも2013年の
売上高は48億ドルにものぼり、2018年
には122億ドルに達する見込みだという。
どちらの分野においても、今後5年間
で価格が低下する中、売上高は増加す
ると予測されており、成熟期へと向か
うSSL（Solid State Lighting：固体照
明）市場にとって期待高まる時代にな
りそうである。
　このLED調査は、これまでと同様に
パッケージ部品を対象としており、ベ
アチップ（Bare Die）の売上高は含まれ
ない。また、工業やセキュリティなどの
用途向けに販売されるIR（赤外線）LED
やUV（紫外線）LEDなどの製品も除外
されている。
　一方、米クリー社（Cree）が最近発表

した「CXA1310」（図1、http://bit.ly/1 
hpGVhW）などのCOB（Chip on Board）
LEDは、このLED調査に含まれる。ア
ナリストのカティヤ・エフストラティエ
ヴァ氏（Katya Evstratyeva）は自身の
講演の中で、このようなCOB LEDとそ
の他のライトエンジンやモジュール式
製品の間の境界があいまいになってい
ることを指摘した。実際、多くの企業
が、多様なフォームファクタで提供さ
れるプリント回路基板をベースとする
大型のライトエンジンを指して、COBと
いう語を用いている。逆に、米ズィカト
社（Xicato）の新しいモジュールである

「XTM」など、一部のモジュールは、モ
ジュールというよりもCOB LEDに近い
ように見える（http://bit.ly/1ljJ7wB）。

　エフストラティエヴァ氏は、ストラ
テジーズ・アンリミテッド社が、モジュ
ールとライトエンジンの分野を対象と
したレポートを予定していることを明
かした。モジュール式製品を提供する
メーカーの市場は、パッケージLEDの
市場よりもはるかに規模が大きく、そ
の調査が興味深いものになることは間
違いない。
 
地域別LED売上高
　パッケージLED売上高の調査結果へ
と話を進め、エフストラティエヴァ氏
はまず、売上高の地域別内訳を示し、
2012年と2013年のデータを比較した

（図2）。2013年の成長率は7%と控え
めだが、前述のとおり、今後はさらに急
激なペースで成長する見通しで、CAGR

（Compound Annual Growth Rate：年
平均成長率）は13%と予測されている。
日本を拠点とする企業が引き続き、世
界のLED総売上高の最大の割合を占め
る。市場を主導する日亜化学工業（株）
が、日本によるそのシェアの確保に貢
献しているのはもちろんだが、ストラ
テジーズ・アンリミテッド社によると、
日本ではトップLEDメーカー 5社によ
ってこの売上高が達成されているとい
う。また同社アナリストらは、韓国に
おいてもトップメーカーが5社存在す
ることを確認している。この5社によ
って、同国は世界で2番目に高い売上
高を上げている。
　しかし日本と韓国以外では、はるか
に興味深い状況がうかがえる。例えば
米国では、わずか3社によって売上高

モーリー・ライト

Strategies in Lightの基調講演の内容を総括すると、米ストラテジーズ・ア
ンリミテッド社（Strategies Unlimited）のアナリストらは、LED部品と照
明市場の見通しは明るいと報告していた。どちらも2018年まで2ケタ成
長が見込まれるという。

SSLパッケージLEDとSSL、
今後5年間成長の見通し

図1　クリー社はStrategies in Lightに先
立ち、一連のCOB LED製品である「CXA 
1310」（写真）、「CXA1850」、「CXA2590」
を発表した。
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が占められており、欧州では売上高に
貢献するのはわずか1社である。それ
とは対照的に、台湾には13社、中国
には9社のメーカーがストラテジーズ・
アンリミテッド社によって確認されて
いる。これらの企業数は、既に多数の
企業がひしめき合うこの市場でシェア
獲得を狙う、新興企業がその影に潜ん
でいることを暗示するものでもある。
 
応用分野
　次に、パッケージLEDの応用分野を
見ていこう。ストラテジーズ・アンリミ
テッド社はかなり以前から、同市場を
以下の5つの分野とその他に分類して
いる。

･ ディスプレイ、モニタ、TV用の
バックライト

･ 携帯端末
･ 車載照明
･ 看板（標識）
･ 一般照明
･ その他

　図3は、これらの市場分野と、各分
野がLED売上高に占める割合を示す
ものである。明らかに、一般照明分野
が今後もLED部品市場を牽引すると予
測される。実際、一般照明は、弊誌の
昨年のSIL取材記事で報告したように、
バックライト分野に代わって成長牽引
要素となっている（http://bit.ly/1jD9 
DNa）。しかし、すべての分野がやは
り重要で、詳細な議論に値する。
　バックライトは以前から非常に重要
な市場であるため、まずはこの分野か
ら取り上げよう。ストラテジーズ・アンリ
ミテッド社は、同分野の2013〜2018
年のCAGRをマイナス7.74%と予測し
ている。複数の要因が組み合わされて、
この低下の前兆を形成している。まず、
LEDバックライトへの移行によってこ
の分野は現時点で実質的に完全に飽和

している。2つ目に、より高輝度なLED
部品が提供されることは多くの場合、
画面のバックライトに必要なLED数が
減少することを意味する。3つ目は、
LED部品の価格低下が、中〜低出力
LEDで特に著しく、それらがまさにこ
の分野で最も多く使用されるLEDだ
ということである。
　図4は、バックライト分野の詳細を
示したものである。2011年から2012
年にかけてのピーク時には、旧式の蛍
光灯ベースのバックライトがまだ使用
されており、LEDが市場シェアを拡大す
る余地があった。それでも、2018年
の売上高は17億ドルと予測されてお
り、非常に重要な市場であることに違

いはない。
 
モバイル分野
　続いてモバイル分野について、スト
ラテジーズ・アンリミテッド社は、スマ
ートフォンやタブレットを含む携帯電
話に主に着目している。モバイル分野
はマイナス2.36%と、バックライトよ
りは緩やかなペースで減少すると予測
されている（図5）。バックライト分野
と同様に、LEDの価格低下と高輝度
化がその要因の一部である。
　しかし、モバイル分野の売上高の減
少をバックライトよりも緩やかにして
いる市場力学が存在する。携帯端末は
多くの場合において、専用のデジタル

出典：ストラテジーズ・アンリミテッド社
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図2　パッケージLEDの売上高は2013年に7%増加した。日本が引き続き、
最大の売上高を占めた。
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図3　パッケージLED売上高の2018年までの増加推移予測を分野別に示す。
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カメラに代わって、消費者が主に使用
するカメラとなっている。イメージセ
ンサのピクセル数が多くなり、価格が
低下したことで、携帯端末に高性能な
カメラが搭載できるようになった。そ

して現在、同市場では、カメラ用のさ
らに優れたLEDベースのフラッシュが
求められている。多くの場合、携帯端
末メーカーはLEDベースのフラッシュを、
携帯端末の前面カメラと背面カメラの

両方に搭載している。
　エフストラティエヴァ氏によると、フ
ラッシュ向けに販売されるLEDの2013
年の売上高は7億ドルだったという。
さらに同氏は、モバイル分野に含まれ
るこの小分野の売上高が2018年にか
けて引き続き増加する見込みだと述べ
た。ただし、モバイル分野全体で予測
されている減少分を補うほどの増加に
はならない。
 
車載照明
　今度は、成長している分野に話を進
めよう。つまり、車載照明や看板など
である。複数の要因によって、車載分
野のLED売上高は引き続き増加すると
予測されている。まず、同市場はまだ
飽和には程遠い状態にある。ヘッドラ
イトなどのLED外装用照明は、当初
は高級車に限定されていた。しかし、
その状況は変化しつつある。エフスト
ラティエヴァ氏は、トヨタがやや小型
のエコノミーカーである「カローラ」に
対し、LEDベースのヘッドライトへの
移行を進めていることを指摘した。
　LEDヘッドライトは、スタイリッシュ
な乗用車以外にもその範囲を拡大しつ
つある。米フォード社（Ford）は最近、
同社で最も売れている軽量トラック「F-
150」の全モデルにわたってLEDヘッ
ドライトを採用する予定であることを
発表した。フォード社は、LED照明技
術の耐久性は、業務用トラック市場に
適していると述べた。同社は実際、ヘ
ッドライトユニットに石をぶつける試
験を実施したことを明かしている。そ
の一方で、スタイル性についても言及し
ており、同ユニットの周囲に取り付け
られたLED採用のライトガイドによっ
て、特徴的な外観が実現される見込み
だと同社は述べた。
　図6は、車載分野を構成する内装用
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図4　バックライト分野のLED売上高は、部品価格の低下とさらに高輝度なLEDの登場によって、
今後の減少が見込まれる。
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図5　モバイル分野のLED売上高は徐々に減少する見通しだが、この分野に含まれるカメラフラ
ッシュの売上高は増加し、LED価格低下の影響をやや緩和する。
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図6　LED照明の車載分野は飽和には程遠い状態にあり、LED売上高は増加すると予測される。
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照明と外装用照明の内訳を示したもの
である。外装用照明の方が今後も大き
な割合を占めると予測される。ヘッド
ライト、方向指示灯、ブレーキランプな
ど、LEDが多数の用途に使用されるこ
とが主な理由である。しかしエフスト
ラティエヴァ氏は、車内照明の可能性
を指摘した。調色などの機能を持つ
LED照明を採用して、車内にスタイル
性を取り入れて販売を促進しようと考
える自動車メーカーがますます増えて
いると同氏は述べた。
　看板も成長市場の1つである。2013
年のLED総売上高は18億ドルで、2018
年には24億ドルにまで増加すると予測
されている（図7）。看板製造の大部分
は中国で行われているため、この分野
のLED売上高を牽引するのは同国であ
る。看板市場自体は、2013年の47億
ドルから2018年には61億ドルにまで
成長する見込みで、同市場がまだ飽和
状態にはまったく達していないことを
示している。
 
一般照明
　次は、一般照明である。この分野は、
今後もLED市場として最大の規模を維
持する見込みだ。ここでは、LED売上高
の傾向と、照明の売上高の両方に着目す
る。さらに、一般照明に使用されるLED
のタイプと、一部のLEDメーカーのこの
分野における状況について説明する。
　図8のグラフは、パッケージLEDの
売上高予測を照明市場の個々の小分野
と比較して示したものである。LEDに
よって照明市場は根底から覆され、お
そらくは電球という形態が徐々にこの
世から姿を消して、照明器具には一体
型のLEDやモジュール式のSSLエン
ジンが採用されるようになるだろうと
いう展望については、弊誌が定期的に
取り上げ、SILなどのカンファレンスに

おける講演によっても裏付けられてい
るとおりである。このような新しい照
明器具は、LED光源のコンパクトなサ
イズと、アレイ状に配置することによ
って広範囲を照らすことのできる能力
を、うまく活用したものになるだろう。
画期的な新しいデザインの例として
は、LEDをエッジライトとして採用し
たライトガイドをベースとする、平面
状の照明器具などがある。
　確かにLEDは、照明製品デザインに
さらなる革新をもたらす可能性がある。
しかし図8からは、2018年までは交換
用ランプが、最も広く使用されるLED

採用の照明製品になることが明らかで
ある。このグラフは、興味深い情報を
示している。ランプに使用されるLED
の売上高は合計で15億ドルにものぼる
が、2013年のランプのLED売上高はす
べての照明器具を合計したLED売上高
よりも低い。しかし、まもなくランプ
は、照明分野に販売される部品（ラン
プと照明器具の合計）のLED売上高の
半分を占めるようになる。皮肉なこと
に、この予測期間の終盤にかけてラン
プ分野でソケットの飽和が生じ、照明器
具のLED売上高が再び、ランプのLED
売上高を上回るようになる。
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図7　看板分野では今後5年間、LED売上高の増加が続くと見込まれる。
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　交換用ランプ分野には、家庭用と商
業用の両方の用途に販売される製品が
含まれることを指摘しておかなければ
ならない。ストラテジーズ・アンリミテ
ッド社は、例えば直管形LEDランプを
このカテゴリに含めており、これらの
製品は、工業や商業の用途をターゲッ
トとするものである。同様に、ランプ分
野に含まれるMR16型ランプは、主に
ビジネス顧客を対象としており、A形
ランプは、家庭用用途で使用されるケ
ースが多い。

LEDランプ市場
　ストラテジーズ・アンリミテッド社の
調査担当ディレクターを務めるフィリッ

プ・スモールウッド氏（Philip Small
wood）は、ランプ市場をさらに細かく
分析し、SILにおいて最終製品市場に
ついて説明した。同氏は、図9の普及
率のグラフを示した。図9は、図8の
LED調査データをまさに裏付けるもの
で、青色の矢印は、世界の総設置数に
対するLEDランプの普及率を示してい
る。LEDランプ市場は現在、技術採用
の観点からは最も初期の段階にある。
スモールウッド氏は、現時点では早期
導入の段階にもまだ至っていないと主
張した。
　それでもランプ市場は、かなりの売
上高を上げている。ランプ全体の2013
年の総売上高は48億ドルにものぼっ

た。スモールウッド氏は、2018年には
122億ドルにまで増加すると予測した。
CAGRで21%もの成長である（図10）。
意外かもしれないが、現時点で最大の
割合を占めるのはMR16型ランプで、
2015年から2016年の間にA形ランプが
追いつくまではその状態が続く。
　複数の要因が、MR16型ランプ分野
の規模を支えている。まず前述のとお
り、このランプは主にビジネス分野で
採用されている。そして企業はこれま
で、一般消費者よりも迅速なペースで
LED照明を採用してきた。また、中国
製の低品質のMR16型ランプが多数存
在し、ロシアなどの市場で販売されてい
る。スモールウッド氏によると、2013年
には5000万個ものMR16型ランプが
ロシアで販売されたという。
　MR16型ランプの分野は、ランプ市
場全体にわたる今後の動向を示すもの
でもある。この分野は、普及率という
点では他の分野よりも1〜2年先の状
態にあるためである。図11は、2017〜
2018年の間のソケットの飽和が、MR16
型ランプの販売に影響を及ぼし、売上
高の減少は避けられないことを示して
いる。
　一方、A形ランプの2018年の売上高
は52億ドルとなり、MR16型ランプの
売上高を上回るとスモールウッド氏は
予測している。また、その時点ではま
だ成長過程にあるという。しかし、そ
の後まもなく飽和状態に達し、LEDの
寿命が長いことも相まって、ランプ市
場は大きく減退すると予測される。ス
モールウッド氏によると、旧式の白熱
灯および小型蛍光灯（CFL：Compact 
Fluorescent Light）技術に基づくラン
プの場合で、北米で1年あたりに消費
される交換用ランプはこれまで1.1個
であったという。LEDの寿命が長いこ
とから、その1年あたりの個数は今後、
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図9　LED交換用ランプの消費という点においては、市場はまだ早期導入の段階にも達していない。
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図10　LED交換用ランプの売上高は、今後5年間で21%という急速なペースで成長する。
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減少することになる。
　またスモールウッド氏は、直管形
LEDランプの市場について興味深い見
通しを示した。図10を見ると、この
市場の規模はかなり大きいが、世界中
に設置されている膨大な数の直管形蛍
光灯を基にこの分野の関係者が期待す
るであろうレベルではおそらくない。
米国エネルギー省（DOE：Department 
of Energy）など、将来の展望を予測す
る多くの団体が、直管形LEDランプが
実現する照明品質を疑問視しているが、
スモールウッド氏は、現行技術に着目
して自身の見解を示した。同氏は、T8
蛍光灯とT5蛍光灯が健闘し、LEDの
効率が高いという利点だけでは、交換
用ランプ市場の流れを大きく変えるこ
とはできないと述べた。
 
LED照明器具
　LED照明器具市場の状況に簡単に触
れておこう。パッケージLEDの売上高
という観点でランプと照明器具を比較
すると、ランプ分野の方が規模が大きい
ことが分かったが、照明製品の売上高
で比較すると、結果は逆になる。図12
を参照してほしい。照明器具の2013年
の総売上高は117億ドルで、今後5年
間で213億ドルに達する見込みである。
照明器具は単純に、駆動電子回路や筐
体といったより高価なサブシステムを
搭載する、ランプよりもかなり複雑な製
品と考えることができる。ランプと照
明器具の両方において、部品価格が低
下するLEDがBOM（Bill of Materials）
コストに占める割合は、ますます小さ
くなっている。
　照明器具市場は、主に4つの小分野
で構成される。屋外の建築照明または
ファサード照明は、LEDによる消費電
力の低減とダイナミックな色の両方に
よって、早くから成功が得られた分野

である。屋外の街灯およびエリア照明
は、最も重要な分野である。これらの
照明は一晩中点灯するため、消費電力
の低減と保守作業の軽減が必須だから
である。同様に、商業および工業用照
明も消費電力と保守作業が非常に重視
される分野で、より最近では、蛍光灯
やHID（High Intensity Discharge：高
輝度放電）の光源よりも高い、LED光
源の光品質が注目されている。
 
照明分野での成功
　照明製品について説明したところで、
照明分野におけるLEDに着目した最終
的な議論に話題を戻すことにしよう。
まず、LEDメーカーが一般照明市場に

どれだけ進出しているかについて検討
する。ストラテジーズ・アンリミテッド
社は、個々のLEDメーカーごとにその
ようなデータを示していないが、図13、
図2に関する本稿での議論、そして各
地域でストラテジーズ・アンリミテッド
社が特定したLEDメーカーの数から、
いくつか推測できることがある。
　おそらくは意外に思われる事実とし
て、エフストラティエヴァ氏は、米国
のLEDメーカーが、2013年に照明分
野に販売されたLED売上高の大部分を
占めたと報告した。その売上高のかな
りの部分に貢献したのはもちろん、ク
リー社である。同社は、2013年のLED
メーカーの売上高ランキングでは第6
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図11　MR16型のLEDランプは、ランプ市場の他の小分野よりも早い時期にソケット飽和の影
響を受けると予測される。
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図12　LED照明器具は製品が複雑であることから、その売上高はランプをはるかに上回る。



12 2014.9  LEDs Magazine Japan

markets | LEDS AND LIGHTING

位にしかすぎないが、照明分野ではお
そらく、トップの座を獲得しており、早
くから照明分野に狙いを定めていたこ
とが功を奏しているといえる。
　ここでの疑問は、照明市場が今後、
どのように推移するかということであ
る。その議論の大部分は、多様な照明
製品に使用されるLEDのタイプに依存
する可能性がある。ストラテジーズ・
アンリミテッド社はこれまで同様、LED
市場を低出力、中出力、高出力、超高
出力の小分野に分割している。大きな
境界線はちょうど真ん中にあり、中出
力LEDは0.5W以下で動作するのに対
し、高出力LEDは0.5W〜5Wの範囲
で動作する。照明分野では、出力の高
いLEDが主に使用されている。
 
LEDの分類
　中出力LEDと高出力LEDの間の境
界は、プラスチック製またはハイブリッ
ドプラスチック製パッケージが採用さ
れるローエンド側のLEDと、より信頼
性の高いセラミック製パッケージが採
用される高出力側のLEDとの境界とも
ぴったりと一致している。しかし、あ
らゆる点においてこの境界線を越える
動きが見られる。中出力LEDは、0.5W
を超える出力レベルで使用され、もと
もとは高出力LED用に開発されたア

ーキテクチュア要素を採用するケース
が増えている。例えば、オランダのフ
ィリップス社（Philips）はつい最近、高
電圧の中出力LEDを発表した。信頼
性の向上を図って、エポキシ樹脂組成
物を用いたパッケージが採用されてい
る。クリー社は引き続き、（中出力LED
よりも）小型の製品において、それより
も大きな高出力LEDと同等の光束を
実現しつつ、セラミックパッケージの
採用を推進している。
　エフストラティエヴァ氏はSILでの
講演で、LED市場をデバイスのタイプ
別に分類する際に、新しい考え方を取
り入れる必要があることを素直に認め
つつ、従来の出力レベルによる分類に
基づいて予測を示した。そしてその結
果は、一部のカンファレンス参加者に
とって意外なものだった。
　例えば図14は、交換用ランプ市場
をLEDのタイプ別に分類した様子を示
したものである。ストラテジーズ・アン
リミテッド社は、高出力LEDが、売上
高においては引き続き交換用ランプ分
野の大きな割合を占めると予測してい
る。SILの複数の参加者がプレナリー
セッション後の交流の場で、その予測
に疑問を呈した。
　しかし、問題は細部に潜んでいると
弊誌は推測する。出力レベルに基づい

た分類に固執するとすれば、プラスチ
ックやハイブリッド組成物のパッケー
ジを採用するLEDで、0.5Wを超えるレ
ベルで動作するものは、高出力のカテ
ゴリに分類されてしまう。また、グラ
フはLED売上高に基づくもので、個数
に基づくものではないことに注意して
ほしい。高出力LEDの方が高い価格帯
で販売される。そのため、売上高を基
準にすると、高出力LEDを使用する製
品が、高出力カテゴリに貢献する度合
いは高くなる。
　カテゴリ別内訳から得られる驚くべ
き事実は、多様な照明分野にわたって
COB LEDがますます増加しているこ
とである。業界の一部では、COBの
方が均等な光を生成すると誤解されて
いる。実際には、慎重に光学設計を行
えば、個別のエミッタに対してほぼ必
ず光学性能を向上させることができ
る。COBの方が製品に組み込む際に
設計しやすいというのが正しい事実で
ある。COBは駆動しやすく、熱問題は
LEDパッケージで一部対処される。SIL
の会場を後にしたときに強く心に残っ
たのは、照明メーカーが、ビーム制御
の精度と引き換えに製品開発の簡素化
を追求し、COBが実質的にすべての照
明分野で採用されることなるに違いな
いという考えだった。 LEDJ
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図13　米国のLEDメーカーは、照明分野に
おいては主導的な地位にある。
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図14　交換用ランプ市場では、すべての出力レベルのLEDが使用される見込みである。


